
令和２年度第２回東区協議会 次第 

日時：令和 2 年 6月 26日（金）午後 1時 30 分から 

会場：東区役所 31、32 会議室 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

（1）協議事項について 

  ア 令和元年度地域力向上事業（助成事業）の事後評価について 

【東区・区振興課】 

  イ 浜松市文化財保存活用地域計画の策定について（中間報告）  【文化財課】 

（2）報告事項について 

  区協議会からの意見・要望付き答申への対応状況について 

【創造都市・文化振興課】 

（3）地域課題について 

４ その他 

（1）その他 

（2）7月の開催予定 令和 2年 7月 30 日（木）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

8 月の開催予定 令和 2年 8月 26 日（水）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

５ 閉会 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  令和元年度地域力向上事業の事後評価について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

地域力向上事業は、住みよい地域社会を実現するため、区民

の参加と協働により区の特性を活かした事業や課題を解決す

る事業です。 

○市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

  団体の提案に基づき、市が公益上の必要性を認め、団体が

自主的に取り組む事業に対し、市から補助金を交付すること

で、効果が期待できる事業 

対象の区協議会 東区 

内  容 

令和元年度実施の市民提案による住みよい地域づくり助成事

業の事業評価について報告を行います。 

・評価件数５件 

事後評価内容については、別紙のとおり。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

・事後評価の結果については、浜松市東区のホームページにて

公開します。 

担当課 東区・区振興課 担当者 沼野・梅尾 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



　令和元年度　地域力向上事業　事後評価

【助成事業】 （単位：円）

実施

状況
東区ら
しさ

達成度
支援の
必要性

費用対
効果

1

浜松東ノルディック・ウォーク普
及推進事業
"ノルディック・ウォークで健康
力アップと東区健康寿命の延伸 "

浜松東ノルディック・
ウォーク普及推進実行
委員会

終了 Ｂ Ａ Ｂ Ａ 76,000

2 地域の力でフードシェア事業
NPO法人サステナブル
ネット

終了 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 348,000

3 東区キンボールスポーツ大会
東区スポーツがんばる
会

終了 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 39,000

4 大好き 笠井文化祭
「大好き 笠井文化
祭」実行委員会

終了 Ａ Ｂ Ｂ Ａ 75,000

5
浜松市文化遺産屋台分解・組立技
法継承地域振興事業

天王町東自治会屋台保
存会

終了 Ａ Ａ Ｂ Ｂ 136,000

6

7 0

8 0

9 0

合計 674,000

市執行額
（補助金額）

団体名
評価

№ 事業名

地域力向上事業の評価基準について

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価項目 評価及び判断基準

東区らしさ
・事業の実施にあたり、各区固有の人材、資源などを活かせたか。
より発展、強化させることに繋がったか。

事業目的の達成度

・提案時点で掲げた目的をどの程度達成したか。

費用対効果

・市が補助金を支出して支援を行う必要性（財政面で市の支援を必
要とする事業であるかどうか）

・事業実施により得られた効果と、かかる経費のバランスは適切
か。

財政支援の必要性



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

高い

本事業は、

・市の「健康はままつ21」の目標の一つである「健康寿命の延伸」の実現のために、健康的な軽スポーツであるノル
ディック・ウォークの普及を通じて区民の健康力アップに貢献している。
・ノルディック・ウォーク体験会や相談等を継続的に実施することで、交流の輪や新たなコミュニケーションの場が広が
るなど、地域コミュニティづくりに貢献している。
・地域の文化・歴史を探訪するノルディック・ウォーキング大会の企画・開催は、単に健康力アップのためにだけでなく、
地域の文化や歴史に触れる機会の提供に繋がっており、文化振興に資する事業である。

意見等

普通

普通

評　価

A

助成事業　№１

低い

B C

総事業費（円）

　事　業　名
浜松東ノルディック・ウォーク普及推進事業
"ノルディック・ウォークで健康力アップと東区健康寿命の延伸 "

　４）　費用対効果

普通

普通

低い　１）　東区らしさ

１　実績
　（１）各種団体、サロン、同好会などを対象としたﾉルディック・ウォーク体験会の開催
　　　　・開催回数：72回
　　　　・参加者計：596人

　（２）小人数グループ対象のノルディック・ウォークミニ体験会
　　　　・開催回数：25回
　　　　・参加者計：374人

　（３）東区内の文化・歴史を巡るノルディック・ウォーキング大会の開催
　　　①1回目：長上地区
　　　　・開催日：令和元年11月24日（日）
　　　　・参加者数：106人
　　　②2回目：和田地区
　　　　・令和2年3月1日（日）に和田地区にて開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止
　　　　  のため中止。

２　事業の成果
　　・本活動を継続していることで、地域の中で健康づくりの中心的な役割を担える人材が育成でき、
　　　また、新しいコミュニケーションの場の広がりに繋がった。

・健康はままつ21の目標である健康寿命の延伸を図るために、健康的な軽スポーツであるノルディッ
ク・ウォークの普及を通じて区民の健康づくりを推進する。
・地域の中で、健康づくりの中心的な役割を担える人材を育成する。
・ノルディック・ウォーク愛好家による活動等を通じ、新しいコミュニケーションづくりを図る。

低い

項　目

低い

ランク

高い

実施団体名 浜松東ノルディック・ウォーク普及推進実行委員会

306,752 補助金額（円） 76,000

事業の目的

事業の成果

（内容）

高い

　２）　事業目的の達成度

　３）　財政支援の必要性

高い

1



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

総事業費（円）

実施団体名 NPO法人サステナブルネット

助成事業　№２

697,316

事業の目的

事業の成果

（内容）

１　実績
　　新聞専売所と協働で地域の食品ロスを回収し、子ども食堂の食材に利用したり、配布会にて配布
　　した。市民等からは全49件の食品の提供を受けた。

　（１）食品ロス回収チラシ　10,000枚／1回　を5回作成し、新聞折り込みとして配布

　（２）フードシェア
　　・配布会開催数：全40回
　　・配布した人数：790人

　（３）子ども食堂
　　・食堂開催回数：全42回
　　・利用した人数：698人

２　事業の成果
　　・新型コロナウイルス感染拡大の影響で、子ども食堂が一部開催できなかったが、食品は地域の
　　　企業や市民から広く回収でき、それを必要とする多くの子育て家庭等に食品を提供することが
　　　できた。

　事　業　名

C

　２）　事業目的の達成度 低い

B

普通 低い

普通

　１）　東区らしさ

地域の力でフードシェア事業

普通 低い

348,000

・東区の新聞専売所と協働で地域の食品ロスを回収し、それを子ども食堂や配布会の場で地域のひと
り親家庭や子育て家庭に還元する、全国でも初めての事業を展開し、地域の子どもを東区全体で支え
る仕組みを構築する。

意見等

　４）　費用対効果

評　価

項　目

　３）　財政支援の必要性

本事業は、

・食品ロスの有効的活用と子どもの支援を同時に行う新しい仕組みとなっている。
・支援が必要な子育て家庭やひとり親家庭の子どもたちを対象にした活動を通じて、地域全体で、子どもの生活環境
の向上や安心安全な地域づくりに貢献している。

高い

ランク

A

高い

高い

補助金額（円）

高い 普通 低い

2



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

実施団体名 東区スポーツがんばる会

低い

助成事業　№３

　事　業　名

B

99,347

東区キンボールスポーツ大会

CA

低い

低い

総事業費（円）

事業の目的
・キンボールスポーツを通じて、地域相互の親睦を図るとともに、運動不足を解消させ健全で充実した
市民生活に資する。

事業の成果

（内容）

１　実績
　（１）キンボールスポーツ教室の実施
　　　・開催回数：8月31日（土）～2月22日（土）までに11回開催　※うち5回は審判講習会も開催
　　　・開催場所：東区内小学校体育館、協働センター附設体育館
　　　・参加者数：延べ171人

　（２）東区キンボールスポーツ大会
　　　・令和2年3月8日（日）に東区キンボールスポーツ大会を長上協働センターにて開催予定であった
　　　　が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

２　事業の成果
　　・回数を重ねるごとに、年代を越えた交流や親睦の輪が広がった。
　　・12月の教室からは、新たな団体が参加するなどキンボールの普及を感じたため、この盛り上がり
　　　を低下させることなく、今後も継続する。

ランク

意見等

評　価

項　目

　３）　財政支援の必要性 高い 普通

補助金額（円） 39,000

普通

　１）　東区らしさ 高い 普通

　２）　事業目的の達成度 高い

本事業は、

・キンボールスポーツを通じて、スタッフと参加者、年代を超えた親睦の輪の拡がりや、運動不足の解消に繋げるな
ど、コミュニティづくり並びに健康力アップに貢献している。
・「キンボール」という幅広い年代で気軽に参加し楽しむことができるスポーツを取り上げることで、スポーツ人口の拡
大などスポーツ振興に貢献している。

　４）　費用対効果 高い 普通 低い

3



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

助成事業　№４

151,893 補助金額（円） 75,000

事業の目的
・笠井、豊西地区の活性化と郷土愛を育み、こどもから大人まで、笑顔で仲良く暮らせるまちづくりを目
指す。
・あわせて、歴史的文化に基づいた笠井町を掘り起こす。

事業の成果

（内容）

１　実績
　「大好き 笠井文化祭」の開催
　　・開催日時：令和元年11月3日（日）　午前10時～午後4時
　　・開催場所：東区笠井町（笠井観音福来寺境内ほか）
　　・来場者数：約1,000人
　　・内　容　　：①特設ステージ：地域の団体や地元小学生による音楽披露 等
　　　　　　　　　 ②だるま会館　　：俳句、絵手紙、書道、写真等の展示
　　　　　　　　　 ③住吉会館　　　：昔遊び体験（折り紙、けん玉、輪飾り 等）
　　　　　　　　　 ④各種飲食物の出店

２　事業の成果
　　・幅広い年代の方がステージ発表や体験をしに来場し多くの交流が図られ、目的の一つである、
　　　"笑顔"をたくさん見ることができた。

本事業は、

・地域全体での取組みで、老若男女問わず幅広い人たちが楽しめるイベントであり、その中で交流が図られ、地域のコ
ミュニティの輪が広がっている。
・単に催し物を行うだけのイベントでなく、俳句といった笠井地区の歴史に触れる機会を提供するなど、地域の文化、
生涯学習の振興に貢献している。

項　目
ランク

A B

低い

低い

普通 低い高い

意見等

評　価

高い

　４）　費用対効果

大好き 笠井文化祭

低い

　１）　東区らしさ

普通

高い 普通

総事業費（円）

C

　２）　事業目的の達成度

実施団体名

　事　業　名

高い

「大好き 笠井文化祭」実行委員会

　３）　財政支援の必要性 普通

4



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

普通 低い

　１）　東区らしさ

　３）　財政支援の必要性

低い

意見等

本事業は、

・地域の貴重な財産である「天王町東自治会の屋台」の解体、組立てをイベントとした地域挙げての取組みで、地域住
民に交流の場を提供するなど、地域コミュニティづくりに貢献している。
・屋台の解体、組立ての伝統を記録するとともに、地域遺産の存在を周知し、屋台を地域の宝として使い続ける意識を
醸成するなど、文化振興に資する事業である。

高い　４）　費用対効果

事業の成果

（内容）

１　実績
　　・実 施 日：10月14日（月・祝）…解体作業
　　  　　　 　　　11月 4日（月・祝）…組立作業
　　・会　 　場：けんこう広場（東区天王町）
　　・参加者数：延べ250人
　　・内　 容：・屋台の解体・組み立てイベントの実施
　　　　　　　　・作業記録の撮影
　　　　　　　　・参加者の交流

２　事業の成果
　　・屋台の解体・組立ての技術を後世に伝えるための映像化ができた。また、事業を通じて、地域
　　 住民 の交流が図られた。

136,000総事業費（円）

評　価

項　目
ランク

A B C

　事　業　名 浜松市文化遺産屋台分解・組立技法継承地域振興事業

事業の目的
・地域遺産に認定された「天王町東自治会の屋台」について、地域の古老が伝える祭典時の組み立
て、終了後の解体保管していた伝統を記録し、後世に伝え、地域住民に屋台の歴史を感じてもらう機
会を提供する。

実施団体名 天王町東自治会屋台保存会

低い

400,800 補助金額（円）

　２）　事業目的の達成度 高い

高い 普通

助成事業　№５

普通

高い 普通 低い

5



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  浜松市文化財保存活用地域計画の策定について（中間報告） 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

 本市の文化財施策に係る総合計画として、文化財の保存活

用に関する基本方針や、今後 10 年間を目安としたアクショ

ンプランを示すため策定するもの 

背景：平成 31 年４月の文化財保護法改正に伴い、各市町村

が保存活用地域計画を作成し、国へ認定申請ができる

ようになった。当該計画が認定されれば、国庫補助金

の交付を受けやすくなる等、優遇措置が受けられる。

経緯：平成 30 年度から土地政策課と共に「歴史的風致維持

向上計画（歴史まちづくり計画）」の策定作業を進め

る中で、文化財保存活用マスタープランが必要となっ

た。 

   平成 31 年度からは、法の改正内容も踏まえ、計画策

定に関する情報収集や基本方針の検討を行う傍ら、文

化庁との事前協議を進めている。 

対象の区協議会 全区の区協議会 

内  容 

浜松市文化財保存活用地域計画の策定について、概要を報告

するとともに、内容について協議するもの 

１ 文化財保存活用地域計画の位置づけ【別紙１】 

２ 文化財保存活用の基本方針【別紙２】 

  文化財に係るコミュニティの維持と地域の再生を応援

するため、４つの「支援」を進めていく。 

①調査研究 ②保護修理 ③公開活用 ④協働創造 

３ 関連文化財群と文化財保存活用区域【別紙３】 

  個別の文化財をまとめ、歴史・文化のストーリー性を重

視して活用するため、４つの「関連文化財群」を設定する

と共に、重要な文化財が集中する地域を４つの「文化財保

存活用区域」として整備を進める。 

 関連文化財群   ：古墳、城郭、秋葉、芸能 

文化財保存活用区域：浜松中心区域、表浜名湖区域 

           奥浜名湖区域、天竜二俣区域 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

令和２年度：パブリックコメントの実施 

      計画策定 

令和３年度：国認定申請 

担当課 文化財課 担当者 小松 弓美 電話 457-2466 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



史跡 二俣城跡及び鳥羽山城跡 

史跡 光明山古墳 

史跡 蜆塚遺跡 

（市史跡 浜松城跡） 

（伊場遺跡） 

重要文化財 寶林寺仏殿・方丈 

重要文化財 方広寺七堂菩薩堂 

重要文化財 鈴木家住宅 

重要文化財 浜名惣社神明宮本殿 

名勝 龍潭寺庭園 

史跡 三岳城跡 

重要文化財 中村家住宅 

未策定 

未策定 

文化財保存活用区域 

2020（令和２）年度策定予定 

2020（令和２）年度認定申請 

未策定 

未策定 

関連文化財群 

浜松市における文化財

の保存と活用に関する

総合的な指針を示すマ

スタープラン 

歴史的な景観の維

持向上と文化財を

めぐる人々の営み

を支援する 

2020（令和２）年度策定予定、2021（令和３）年度認定申請 

文化財保存活用地域計画の位置づけ 

文化財保存活用地域計画は、本市の文化財施策に係る総合計画。計画策定中の歴史的風致維持向

上計画（歴史まちづくり計画）と内容の整合を図るとともに、個別文化財の保存活用計画の策定を

進め、着実な文化財の次世代継承を目指す。 

浜松市 歴史的 

風致維持向上計画 

（歴史まちづくり計画） 

重要文化財中村家住宅保存活用計画

個別文化財の保存活用計画 

2019（令和元）年度認定済 

2021（令和３）年度策定予定 

Ａ浜松中心区域 史跡蜆塚遺跡保存活用計画 

史跡二俣城跡及び鳥羽山城跡 

保存活用計画 

Ｄ天竜二俣区域 

Ｃ奥浜名湖区域 

Ｂ表浜名湖区域 

浜松市 文化財保存活用地域計画 

史跡三岳城跡保存活用計画 

静岡県 文化財保存活用大綱

史跡光明山古墳保存活用計画 

浜松市 総合計画

１古墳 ２芸能 ３城郭 ４秋葉 

市史跡浜松城跡保存活用計画 

浜松市 文化振興ビジョン

文化財保存活用地域計画：市町村が策定する文化財保存活用の総合計画。国の認定により、優遇措置が受けられる。【根

拠法令：文化財保護法、主管課：文化財課】 

歴史まちづくり計画：法律に基づき、歴史的風致の維持向上を目指す市町村が策定する。文部科学省、農林水産省、国

土交通大省の認定を経て国からの支援が得られる。【根拠法令：歴史まちづくり法（地域における歴史的風致の維持及

び向上に関する法律）、主管課：土地政策課、文化財課】 

個別文化財の保存活用計画：史跡名勝天然記念物や建造物など、物件ごとに定める保存活用の基本方針。国の認定によ

り、優遇措置が受けられる。【根拠法令：文化財保護法、作成主体：個別の文化財所有者・管理者（文化財課含）】 

個別文化財の

保存と活用に

関する基本方

針を示す 

国指定重要文化財、史跡名勝天

然記念物等を含む地域を「重点

区域」として設定する 

市内の重点区域 ４地区 

・浜松中心地区 

・表浜名湖地区 

・奥浜名湖地区 

・天竜二俣地区 

策定開始

策定中

策定中

策定済

別紙１ 



●調査研究 

文化財の特徴や地域で育まれた意味を明確にし、新たな価値づけに努めます。 

文化財の意義を効果的に伝えるため、調査研究機能の充実を図ります。 

●保護修復 

文化財の指定・登録・認定制度を活用し、バランスのとれた保護事業を推進します。 

所有者等と協力して文化財の保存修理事業を推進し、文化財の保護に努めます。 

所有者と地域、関連団体が連携する文化財防災の体制を整え、災害に備えます。 

●公開活用 

教育や観光、産業等、多様な分野で文化財を活用できるよう、情報公開に取り組みます。 

文化財保存活用計画の策定を進め、広く文化財に触れられる機会を提供します。 

史跡整備をはじめとした歴史まちづくり事業を通じ、郷土への愛着向上に努めます。 

●協働創造 

文化財を通じた都市部と中山間地、三遠南信地域の交流を全市的に支援します。 

市民や関連団体等との協力を深め、地域総がかりで文化財の継承に努めます。 

文化財ボランティアや関連団体等の活動を応援し、新たな文化創造を推奨します。 

地域の文

化財保存

活用事業

の自立

地域のコ

ミュニテ

ィの維持

活性化

文化財の

継承

協働

創造

保護

修復

調査

研究

公開

活用

４つの支援 

所有者による維持を期待 

地域外からの支援を紹介 

本来の意味を保った文

化財の保護継承 

歴史を活か 

したまちづくり 

ＮＰＯ 

企業等 

浜 松 市 

所有者 

管理者 

研究機関 

学校等 

地域住民 

市民団体 

文化財を活用した新た

な価値の創造 

文化財の価値、 

意義の再認識 

本市における文化財保存活用の基本方針 

 本市は、文化財に係るコミュニティの維持と地域の再生を応援するため、文化財保存活用に関す

る４つの支援を進める。 

別紙２ 



中心市街地

二俣地域
二俣地域 

中心市街地 

サト主体 

ヤマ主体 

天
竜
川

天
竜
川

浜
名
湖

（サトとヤマをつなぐゲートウェイ） 
（戦国大名の攻防） 

D.天竜二俣区域 （社寺の宝庫） 

C.奥浜名湖区域 

B.表浜名湖区域 
（湖をめぐる生活文化） 

（浜松城をめぐる武将達の去就） 
（都市化の過程/原始～現代） 

A.浜松中心区域 

（修験道と山岳信仰） 
（豊富な民俗芸能） 

中山間地域 

関連文化財群と文化財保存活用区域 

2 3 

1 

4 

図 2 文化財保存活用区域 図 1  関連文化財群 

（1:古墳、2:民俗芸能、3:城郭、4:秋葉信仰）

大勢 特性 気風 地域の歴史・文化的背景
関連

文化財群
文化財保
存活用区域

（図1） （図2）

古墳

マチ 城郭

秋葉
芸能

 、  、 、 

芸能

サト 古墳
(マチ) 城郭

芸能

 、  、 、 、 

(マチ) サトとヤマをつなぐゲートウェイ 古墳

戦国大名の攻防 城郭

 、 
ヤマ 城郭

 、 秋葉 （中山間地域）
芸能

 、 

浜松市の歴史文化の特徴（ストーリー）

   日本列島を二分する地質  地域の成り立ちを伝える遺跡群　
   東西日本文化圏の交錯地  徳川家康と武田信玄が対峙した攻防の舞台　
   浜名湖と天竜川が織りなすマチ、サト、ヤマ  多様な民俗芸能
   東海道と姫街道を通じた往来  連なる名刹と寺宝
   秋葉街道を貫く信仰と交流  豊富な名勝庭園
   新進の気風と信仰の伝統  地方都市「浜松」の発展

重点区域市内広域

修験道と山岳信仰
豊富な民俗芸能

湖をめぐる生活文化

社寺の宝庫

B.表浜名湖

C.奥浜名湖

浜松城をめぐる武将達の去就
都市化の過程　原始～現代

D.天竜二俣

A.浜松中心

奥三河と信州との繋がり

交通 地域区分

東
西

南
北

水
上

歴史の表舞台

天竜川平野と三方原台地

温暖な気候が育んだ生活文化

浜名湖

中央構造線に沿った山間地

本
州
の
中
間
点

地
質
・
文
化
・
歴
史

東
海
道
・
姫
街
道

秋
葉
街
道
・
塩
の
道

天
竜
川
・
浜
名
湖
（

＋
内
水
域
）

＋
遠
州
灘

新
進
の
気
風
と
信
仰
の
伝
統
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  区協議会からの意見・要望付き答申への対応状況について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

令和元年度に区協議会へ諮問した案件のうち、意見・要望付

きで答申された事項について、その対応状況を報告するも

の。 

令和元年度答申実績 

 R 元実績 意見付き答申 うち東区実績 

答申件数 17 件 3 件 1 件

(うち意見数) ― (4 件) (2 件)

対象の区協議会 東区協議会 

内  容 

令和元年度区協議会諮問案件のうち、意見・要望付きで答

申された事項について、対応状況を取りまとめましたので、

報告いたします。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 創造都市・文化振興課 担当者 中村 雅臣 電話 457-2413 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



1 

浜 市 協 第 5 5 号

令和２年６月 26 日

東区協議会 様

浜松市長 鈴木 康友

区協議会からの意見・要望付き答申への対応状況について

 令和元年度区協議会諮問案件で、意見・要望付きで答申された事項について、下記のと

おり現状等について報告します。

記

１ 浜松市教育文化会館の廃止について 

諮問の内容については審議の結果、適切であると認めます。 

なお、本協議会において次のような意見がありましたので、申し添えます。 

①廃止後の跡地利用については、市民からの意見を十分に検討し、文化教育の拠点と

して中心市街地のにぎわいに繋がるよう活用すること。 

②新しく建設する（仮称）市民音楽ホールは、公共交通機関の充実や周辺道路の整備

を行い、市民が利用しやすい施設とすること。 

今後の跡地活用については、市民の意見を聞きながら、周辺の商業施設や歴史・文

化など多様な都市機能を踏まえつつ、市民文化創造拠点施設基本構想を含むまちづく

りの観点から慎重に検討を進めていきたいと考えております。 

また、公共交通機関や周辺道路の整備については、市民音楽ホール単独で考えるの

ではなく、第３都田の企業誘致や工場の稼働状況等も踏まえ、関係機関や関係各課と

引き続き調整を図ってまいります。 

（創造都市・文化振興課） 



交通安全委員会

№ 氏 名 よみがな 選出母体等 地区 期

1 齋藤　宣男 さいとう　のぶお 浜松市東区自治会連合会 積志 2

2 原　利夫 はら　としお 浜松市東区自治会連合会 蒲 1

3 馬塚　繁光 まづか　しげみつ 直接指名委員 積志 1

4 松本　久和 まつもと　ひさかず 浜松市東区自治会連合会 笠井 1

5 山田　俊明 やまだ　としあき 公募委員 積志 1

6 米山　英二 よねやま　えいじ 浜松市東区自治会連合会 和田 1

地域防災委員会

№ 氏 名 よみがな 選出母体等 地区 期

1 小野　敏彦 おの　としひこ 直接指名委員 積志 1

2 神谷　幹生 かみや　みきお 浜松市東区自治会連合会 長上 1

3 河合　洋子 かわい　ようこ 浜松市人権擁護委員連絡協議会 積志 2

4 小池　太江子 こいけ　たえこ とぴあ浜松農業協同組合 中ノ町 2

5 杉本　ともえ すぎもと　ともえ ヘルスボランティア活動連絡会 長上 2

6 鈴木　三雄 すずき　みつお 浜松市東区災害ボランティア連絡会 和田 1

7 鈴木　祐一 すずき　ゆういち 公募委員 長上 2

8 眞嶋　理恵 ましま　りえ 浜松市子ども会連合会 積志 1

地域福祉委員会

№ 氏 名 よみがな 選出母体等 地区 期

1 石津　幸子 いしづ　さちこ 浜松市東区保護司会 長上 2

2 河合　よしの かわい　よしの ガールスカウト浜松市協議会 笠井 2

3 清水　猶 しみず　なお 浜松市東区民生委員児童委員協議会 笠井 1

4 鈴木　康弘 すずき　やすひろ 浜松市東区自治会連合会 中ノ町 1

5 宮下　まゆみ みやした　まゆみ 浜松市東区地区社協推進協議会 蒲 1

6 村松　信子 むらまつ　のぶこ 浜松市東区民生委員児童委員協議会 和田 2

東区協議会委員名簿（委員会別）

協議会委員任期：令和2年4月1日～令和5年3月31日







令和 ３ 年   2 月 日（ 　 ）

■句 題

■応募方法

■応募作品数

■応募区分

※対象以外の方からの投句は「 一般の部」 扱いとなります。

■投 句 料

■応募・お問い合わせ先

■応募締切

■表 彰 式

■選 者

■ 賞

令和 ２ 年 9  月30日（ 水）

11 木・ 祝

無料

〒435-8686 浜松市東区流通元町20 番3 号

浜松市東区役所区振興課

第十三回「 十湖賞」 俳句大会係
TEL 053-424-0115

FAX 053-424-0131

E-mai  e-shinko@city.hamamatsu.shizuoka.jp

● 一般の部
● 高校生の部（ 静岡県内の高校生対象）
● 中学生の部（ 静岡県内の中学生対象）
● 小学生の部（ 静岡県内の小学生対象）

一人2 句まで

句題はありません。

自由に俳句を詠んでください。

※未発表の作品に限ります。

専用の投句用紙、または郵便ハガキ、封書、 FAX、

Eメール、 直接持参にて受付。

応募の際は、郵便番号・ 住所・ 電話番号・ 氏名・

学校名・ 学年を記入のこと。

※ ご応募の際にいただきました個人情報は、入賞時の連絡
等に使用します。また、 入賞された方におかれましては、

今後作成する配布物等において、作品とともに、お名前、

住所の一部、学校名、学年を公表させていただきますので、

あらかじめご了承下さい。

↓

〒435-8686

浜松市東区流通元町20 番3 号
浜松市東区役所区振興課

第十三回「 十湖賞」 俳句大会係 行

－ －

〒

ご
住
所

お
名
前

区
分

電
話
番
号

学
校
名

学
年

ふりがな

一般の部 高校生の部 中学生の部 小学生の部 ※レ点を付けて下さい

俳句大会

第十三回

松島十湖は、嘉永2年（ 1849年）、遠江国豊田郡中善

地村（ 今の東区豊西町）の生まれ。幼い頃から国学や

報徳の道を学ぶとともに、俳諧の道にも進みました。

俳句では、生涯約7000に及ぶ多くの俳句を生み、全

国に数千の門人を擁し、大正時代には日本俳壇の雄

として大いに名を馳せました。

俳人 松島十湖（ まつしま じっこ）

投
句
用
紙
（
ハ
ガ
キ
裏
面
貼
付
け
て
お
使
い
下
さ
い
。
）

↓

は
が
き
表
面
に
貼
付
け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

自分で感じたこと、思ったことを、五・ 七・ 五の

リズムにのせてのびのびと表現してください。

松島十湖翁肖像画
（ 水野以文画、源長院所蔵）

●
●
●
●
●
●
●
●

（ 4 部門の十湖賞受賞作品の中から選出）

（ 各部門）

（ 一般の部）

（ 高校生の部）　

（ 小・ 中学生の部）　 　

（ 各部門）　 　 　

（ 各部門）

（ 各部門）

十 湖 大 賞

十 湖 賞

東 区 長 賞

県教育長賞

市教育長賞

特 選

佳 作

奨 励 賞

1句

1句

1句

1句

各1句

2句

6句

20句程度

天 野 薫

髙柳克弘

坪井孝之

村松二本

／

／

／

／

「 みづうみ」 編集長

「 鷹」編集長

「 海坂」 同人会長

「 椎」主宰 （ 五十音順）

氏

氏

氏

氏

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

句
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
に
俳
句
を
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

文
字
は
マ
ス
を
つ
め
て
楷
書
で
鮮
明
に
書
き
、
難
解
な
文
字
に
は
「
ふ
り
が
な
」
を
付
け
て
下
さ
い

一
人
二
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。※

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。











                      東区 健康づくり課

浜松市 がん検診の受診率（国民健康保険）

＜平成３０年度＞

1．　区別受診率 （単位：％）

結核・
肺がん

胃がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

26.0 15.8 23.9 10.3 14.5

25.0 14.0 22.2 10.4 14.4

30.1 18.4 27.8 14.6 19.8

26.4 15.6 24.1 12.0 15.7

26.6 15.2 25.0 14.0 17.8

33.4 17.6 29.4 12.3 16.0

29.1 18.7 26.4 17.0 21.0

27.6 16.1 25.1 12.1 16.2

２．　東区　地区別受診率 （単位：％）

結核・
肺がん

胃がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

26.3 14.8 23.0 11.5 14.9

25.0 13.8 22.1 9.5 13.7

27.0 14.0 23.4 11.4 15.2

25.4 15.1 23.6 10.6 15.5

22.6 13.9 20.4 9.3 14.4

22.9 12.2 20.6 9.4 13.0

25.0 14.0 22.2 10.4 14.4

蒲

計

積　志

長　上

笠　井

中ノ町

和　田

天竜区

計

中　　区

東　　区

西　　区

南　　区

北　　区

浜北区



◆毎月５日を
   『東区がん検診の日』と定めました。

なぜ？ 

◆東区は、市内７区の中で、がん検診受診率が一番低いため、多くの区

民の方々に、「がん検診」について知っていただき、受診をしていた

だくためです。

毎月５日とは？ 

◆検診に行ってほしいという願いを込めて、「検診にＧＯ！（ゴー）」と

毎月５日に決めました。

５日の日には何をするの？ 

◆区役所、協働センターにポスターを掲示し、チラシを配置します。

◆健康づくり課職員は、全員名札の上にステッカーを付け、Ｔシャツを

着用してＰＲします。

◆来庁者に「メッセージカード」を配布し、家族、友人など大切な人へ、

がん検診を勧めてもらうように依頼します。

その他の活動 

◆５日の活動以外にも、区内各所のイベント実施時には、積極的に啓発

を行います。
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地域政策グループ  

℡ 053-457-2094 担当：小久保
報 道 発 表

区協議会の開催日程（６月）について

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」

区協議会が、次のとおり開催されます。

協議会名 回数 日 時 場 所 会議内容（予定） 傍聴定員 問合先

中区
協議会

第2回
6月24日
（水）
13：30～

市役所北館
1階101会議室

・
・

・

・

（協議）新市建設計画について
（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
（協議）令和2年度浜松市中区市民活動表
彰について
（報告）区協議会からの意見・要望付き答
申への対応状況について

2人程度
（先着順）

中区役所
区振興課

TEL457-2210

東区
協議会

第2回
6月26日
（金）
13：30～

東区役所
3階31・32会議室

・

・

・

・

（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
（協議）令和元年度東区地域力向上事業
（助成事業）の事後評価について
（報告）区協議会からの意見・要望付き答
申への対応状況について
その他

5人程度
(先着順)

東区役所
区振興課

TEL:424-0115

西区
協議会

第2回
6月24日
（水）
13：30～

舞阪協働センター
１階ホール

・

・
・

・

（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
（協議）新市建設計画について
（報告）区協議会からの意見・要望付き答
申への対応状況について
その他

5人程度
(先着順)

西区役所
区振興課

TEL:597-1112

南区
協議会

第2回
6月19日
（金）
13：30～

南区役所
3階大会議室

・
・

・

・

（協議）新市建設計画について
（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
（報告）区協議会からの意見・要望付き答
申への対応状況について
その他

5人程度
(先着順)

南区役所
区振興課

TEL:425-1120

北区
協議会

第2回
6月25日
（木）
13：30～

北区役所
3階31・32会議室

・

・
・

・

（協議）令和2年度地域力向上事業（助成事
業）の提案について
（協議）新市建設計画について
（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
その他

5人程度
(先着順)

北区役所
区振興課

TEL:523-1168

浜北区
協議会

第2回
6月25日
（木）
13：30～

浜北区役所
3階大会議室

・

・

・

（協議）浜北第3分団庁舎・北浜小学校放課
後児童会の複合施設について
（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について
その他

10人程度
(先着順)

浜北区役所
区振興課

TEL585-1141

天竜区
協議会

第2回
6月26日
（金）
14：00～

天竜区役所
2階21・22会議室

・
・

・
・

（協議）新市建設計画について
（協議）浜松市文化財保存活用地域計画の
策定について（中間報告）
地域課題について
その他

5人程度
(先着順)

天竜区役所
区振興課

TEL922-0013

＊「（協議）新市建設計画について」は東区・浜北区では７月案件とする予定です。
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＊傍聴の申し込みは、各区役所区振興課へお問い合わせください。

＊傍聴される場合は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防するため、下記の点にご協力くださ

い。なお、発熱等の風邪症状のある方は、傍聴をご遠慮くださいますようお願いします。

  ・マスクの着用

  ・手指消毒液の使用（傍聴者受付に用意しております）


